
「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョン
第２回有識者会議

令和7年5月26日
熊本県 農林水産部/商工労働部 食のみやこ推進局

「食のみやこ熊本県」のロゴマーク
（※本日公表）

■シンボルマークについて
熊本県産農林畜水産物にふさわしく、厳選
された美味しさを表現するため、メダルや勲章
のイメージでデザイン。

■キャッチコピーについて
三ツ星には２つの意味が込められている。
１つは、生産者、料理人・流通業者、消費
者の三者どれもが大切で、それぞれに魅力が
あること。
もう１つは、ミシュランの三ツ星の定義でもあ
る「旅をしてでも食べるに値する味」という意
味合いを県産品に重ね合わせ、熊本の「食」
の魅力を伝える。

■「食のみやこ熊本県」のロゴタイプについて
くまモンの赤いほっぺと、三ツ星を融合させたデ
ザインとした。
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本日ご意見をいただきたい事項

①ビジョンで位置付ける重点プロジェクト（案）
について

②その他「食のみやこ」を目指すために必要な
視点



（おさらい）「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョンについて

＜有識者会議委員＞

※五十音順

 熊本の農林畜水産物と食文化が持つポテンシャルを最大限に活用し、関係者が一丸となって高付加価値化や販路拡大を
推進し、「食のみやこ熊本県」を創造していくためのビジョンを、令和７年度7月頃までに策定予定。

 ビジョン策定にあたって有識者会議を設置し、食に関係する各分野の９名の委員と「特別アドバイザー」から、熊本の食の
強みや課題、今後目指すべき方向性について、御意見をいただきながら策定を進めている。

＜スケジュール＞
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第１回有識者会議（R7.2.17開催）での意見概要

１．熊本の「食」の強み
○食材の豊富さ・バランス
（農業産出額全国5位、生産農業所得全国2位）

○施設園芸が全国1位で生産基盤が強い
○他県と比較すると若手生産者が多い
○味噌・醤油、球磨焼酎などの発酵文化

３．取組みの方向性・提案
○料理人に焦点を当てた支援（食の多様化への対応、県内料理人
と有名シェフの交流、地位向上のための評価制度など）
○福岡への観光客を熊本に取り込むための施策・連携
○熊本の食文化を体験するツアーの展開
○ワンピースとコラボした県庁食堂での地産地消メニューの提供
○人手不足解消のためのフードテックの活用推進
○生産・加工・流通におけるサスティナビリティ・循環型の視点の
導入(地元の食材を生かした料理の提供など)

２．熊本の「食」の問題・課題
○熊本の「食」に対する県民の意識・関心度の醸成
○ブランディング・PRの強化
（食のイメージが低い、何でもあるが故に印象に残らない）

○県外に向けて発信できる熊本のグルメの充実
○販路開拓・所得向上のための生産者自身の意識の変革
○生産・加工・流通・販売の事業者の連携による販路確保
○県外フェア実施後の継続した商取引・流通の確保
○食を消費する場所の充実
（料理人の県外流出、観光で福岡が選択されている）

○ホテル、レストランにおけるインバウンド・食の多様化への対応
○県組織の広報機能の強化

R7.2.17第１回会議の様子

◆特別アドバイザー（小山薫堂氏）意見

➣ 食材を生かす料理人の力は重要。影響力のある
料理人が熊本を好きになってもらえるような取組
みを。

➣ 熊本の食を県外の人に発信できる仕組みを作
れないか（各地域のマラソン大会との食コラボ、食
の迎賓館設置など）

➣ 各地で食に関して特色ある拠点を官民連携して
整備していってはどうか（天草なら寿司大学など)

➣ 「食のみやこ」を推進するため、県庁自身がしっ
かり旗振り役をすべき（県庁食堂を日本一美味し
い食堂にする宣言など）

➣ 県民に対してわかりやすい取組みとなるよう、
「食のみやこ熊本県」創造に向けた○○（個）のプ
ロジェクトと題して明確にナンバリングして事業
に取り組んではどうか。
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（おさらい）「食のみやこ推進局」の設置（R6.10.15～）

 スピード感を持って知事マニフェストに掲げた政策の実行に取り組んでいくため、 令和６年１０月に組織改正を行い、
円滑な政策の執行体制を整備

フードバリューチェーンにおける当局の主な所管



（おさらい）くまもと新時代共創基本方針及び総合戦略（R6.12月）

基本方針（抜粋）

第３章．基本理念

第４章．取組みの基本的方向性（４つの柱）

１ 子どもたちが笑顔で育つ熊本

２ 世界に開かれた活力あふれる熊本

３ いつまでも続く豊かな熊本

４ 県民の命、健康、安全・安心を守る

（抜粋）
基幹産業である農林畜水産業については、新たな技術も活用
した生産力の向上とともに、海外も視野に入れたブランド化、販路
拡大、さらには食文化を活かした観光誘客など「食のみやこ熊本
県」の創造に向けた取組みを推進します。

総合戦略（抜粋）

（施策３）「食のみやこ熊本県」の創造

県民みんなが安心して笑顔になり、持続的で活力あふれる
熊本の未来を共に創る

～世界に開かれた熊本、世界へ羽ばたく熊本～

①農林畜水産業の担い手確保・育成
○新規就農支援・親元就業促進 など

②稼げる農林畜水産業の実践
■生産性向上
○品種開発・生産技術の向上・DX・基盤整備・輸送（出荷）効率化
○飼養管理技術の高度化・国産飼料の確保 など

■高付加価値化
○地産地消、６次産業化、有機農業、ブランド戦略
○GI産品、「くまもとの赤」「くまもと黒毛和牛」等ブランド産品の更なる
高付加価値化と消費拡大

○企業と農業者、教育機関の連携による高付加価値産業の展開
（フードテック・アグリテックの中心地へ）

○新商品開発支援（アグリビジネス支援センター）／食品関連企業の育成
や誘致・県南フードバレー構想ステージ２の展開

○百貨店・レストランと連携した熊本フェア・ECサイトの拡充
○農林畜水産物の輸出拡大／海外における認知度向上
○県産酒の普及促進・海外輸出展開 など

■持続的発展
○化学肥料・農薬の削減・有機農業の推進による環境負荷低減
○悪性家畜伝染病の発生予防・まん延防止
○有害赤潮対策、有明海・八代海等の環境改善・水産資源の回復 など

 県政運営の最上位の方針である「くまもと新時代共創基本方針」と、これを具体化する「くまもと新時代共創総合戦略」を策定

施策１）「くまもとで働く」人材の確保・育成
施策２）世界に伍する産業拠点熊本の創出

施策３）「食のみやこ熊本県」の創造
施策４）スポーツ、観光、文化芸術の振興
施策５）交通の利便性向上

③食育の推進・食文化の発展
○家庭や学校での地産地消／郷土の食への愛着と誇りの育成
○こどもの農林漁業体験の推進し、食の生産者への関心度を高める
○世界に向けた熊本の食のショールームの役割を果たす複合リゾート施設誘致
○食と観光の融合を図り、国内外からの観光誘客を推進

※期間：令和6年度（2024年度）～令和9年度（2027年度）
6

ビジョンで取組強化

ビジョンで取組強化
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【補足】フードバリューチェーンで見る「食のみやこ熊本県」の創造の全体像

生産

加工・新商品開発

流通・販売・消費

（化学肥料・化学農薬の削減や有機農業の推進、家畜伝染病、病害虫の防疫対策強化 など）

●「食」を活かした観光誘客

観光産業

●生産性向上・生産基盤強化

●環境に優しく変化に対応した生産体制

●大消費地における百貨店、飲食店等と連携した熊本フェアの開催

●先進的な商品開発やデザイン、マーケティングに取り組む企業
や生産者の支援

●県南の食文化を活かした新業品開発支援
（フードバレーアグリビジネス支援センター）

●食品関連産業の集積・産学連携

商工業

●フードテック・アグリテックの展開

●スーパーマーケットトレードショーへの出展・営業戦略支援

高
付
加
価
値
化

販
路
拡
大

連携・支援

●ＥＣサイトの拡充・強化等

●JAグループとの連携によるトップセールス、首都圏等量販店等での販路拡大

●地産地消の推進

●輸出拡大に向けた生産・加工施設の機能強化や海外における認知度向上

「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョン（※策定中）

農林畜水産物
（食材）

料理
（食事） 消費拡大

●県産食材を提供するレストランの充実

●親元就業をはじめとする新規就業者の確保・育成の促進

●農業関係高等学校や農業大学校等での技術・経営などの実践力向上

（新たな品種の開発、スマート･DX技術の現地実装、農地等の基盤整備 など）

担い手確保・育成

稼げる農林畜水産業の実現

・県民の意識醸成
・食育・食文化の継承

 「食のみやこ熊本県」の創造に向けて、その要となる農林畜水産業の担い手確保・育成に取り組むとともに、生産性向上
や、ビジョンで取組みを強化する高付加価値化や販路拡大の施策を推進し、稼げる農林水産業を実現する好循環を生み
出してく。

生
産
性
向
上



（おさらい）熊本の農林畜水産業の現状

【県民理解（地産地消）】
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【生産・販売関係】

【担い手関係】

農業産出額 全国５位（Ｒ5年 3,757億円）

生産農業所得 全国２位（R5年 1,５５４億円）

６次産業関連販売金額 全国３位（R5年 889億円）

農林畜水産物の輸出額 過去最高（R5年 122億円）

収穫量全国１位の品目 トマト、すいか、不知火類(デコポン)等

畜産業 乳用牛や肉用牛で飼養戸数、飼養頭数ともに全国上位

水産業 海面養殖業産出額：全国5位（R５年 3８１億円）

GI制度登録産品数 全国１位（9産品）

県産酒（焼酎） 全国6位（球磨焼酎（組合加入27蔵）を中心に生産

 変化に富んだ地形や気候、豊富な水資源を活かした多様な食資源（農林畜水産物）が存在。バランスの良さが強み。

 認定農業者数、認定新規就農者数は、全国でも上位にあ
るものの、基幹的農業従事者の高齢化が進展しており、
本県農業を支える新たな担い手の確保・育成が重要。

基幹的農業従事者 全国4位（51,827人／Ｒ2年）
※平均年齢 ：66.2歳

認定農業者 全国3位（9,913人／R６.3月末時点）

認定新規就農者 全国４位（４８０人／R６.3月末時点）

農業法人数 全国4位（1,119経営体／R6.3月末時点）

 「なるべく県内農林水産物を購入する」県民の割合
（青グラフ）が減少傾向にあったが、普及啓発の取組
み等により、R5→R６にかけて+4.5%増加。
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(資料)県民アンケート調査結果
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国内フードバリューチェーンにおけるこれまでの当局の主な取組み整理

 首都圏等へ向けた大量生産・大量出荷のモデルによる流通対策により、トップクラスの農業産出額を維持。
 小ロット出荷においては、 、各社ECによる取引が広がっているものの、販路開拓が課題。
 大都市圏での熊本フェアなど販路拡大の施策により産地間競争力の維持に貢献も、フェア実施の継続購買が課題。
 食材の高付付加価値化を図ることができる、レストラン・料理人に焦点を当てた、新たなアプローチが必要。

EC関連



（新規）熊本のECサイトの現状・課題
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 ECにおける食料品部門の市場規模は百貨店を上回る2.9兆円。多様な販売チャネルを活用することで、幅広い顧客層への
アプローチが可能。

 楽天グループ株式会社（※R5年6月に熊本県とデータ活用に係る包括連携協定を締結）によると、楽天市場における売り
上げ規模と成長率の両指標について、熊本県は47都道府県中30位台。

 小規模事業者のEC化に向けた支援や出店・出品の掘り起こし、リアルなフェアやイベントとの連動など、ECサイトの拡充・
強化が必要。

（提供）「楽天グループ株式会社」

熊本県

【他県との比較】

【年間売り上げ推移の比較】

（※2017年を「1」とした場合）

➣ 熊本県(1.85)は全国平均（1.94）を下回る
売上推移

全国平均

2024年

2017年



（参考）産業界から見たECの発展性
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 世界的に、全産業のなかでも、「EC」産業は今後ますます拡大していくと見込まれている。
（出展：MaKinsey Global Institute 次なる競争の舞台となる「アリーナ」 2025年４月発行）

※アリーナ＝圧倒的なスピードで成長を遂げているダイナミックな産業



他県の事例も踏まえたECサイトの展開イメージ
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ECモール

生産者
販売業者

生産者
販売業者

県（仮）

生産者
販売業者

各団体・市町村通販サイト

生産者
販売業者

生産者
販売業者

生産者
販売業者

県アンテナショップ

生産者
販売業者

生産者
販売業者

生産者
販売業者

 首都圏等でのフェア・イベント時に当サイトへの誘導を促し、その後の継続的な購入につなげる。

 生産者・事業者の出店から、ページ作成、販売促進、データ分析、ブランディングといった段階に応じて伴走支援。

 ECモール内に県内の生産者（販売事業者）、通販サイト運営者、県アンテナショップなどを束ねて、熊本の「食」の購買に
係る周遊性を高める。

各事業者通販サイト

生産者
販売業者

生産者
販売業者

生産者
販売業者



（おさらい）食のイメージがある都道府県・思い浮かぶ品目
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 「食のイメージがある都道府県」で熊本県は２５位。個別品目についても２０位前後～１０位前後（乳類/ハムソーセージ類は４
位）であり、農業産出額が全国５位であることからすると、県民の期待感より低い順位となっている。

 一方で低順位はいずれも品目もないことから、一定の認知・ファン層は獲得しており、高いポテンシャルがある。

（引用）「食のイメージ調査2024」(有限会社永瀬事務所 バイヤーズ・ガイド事業部 調べ)



（おさらい）農業産出額と食事、観光のランキングとの比較
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【令和５年農業産出額】

（※引用）
「地域ブランド調査2024」(株式会社ブランド総合研究所調べ)

【食事がおいしい都道府県
ランキング２０２４】

 農業産出額 全国５位
↓

食事がおいしい都道府県 全国28位

 熊本は豊富な食材がありながらも、
「食事がおいしい」というイメージに
結び付いていない。

（※)

【都道府県「観光意欲度」
ランキング２０２４】 （※)

◆調査概要◆
調査方法：インターネット調査
回答者：年齢20代～70代の消費者を男女別、各年代別、地域
別にほぼ同数ずつ回収。
※日本の縮図になるように、年齢や地域人口の分布にあわせて再
集計（ウェイトバック集計）。

有効回収数： 34,813人
※１人の回答者は市区町村の調査票の場合20の地域について
回答。1地域の平均回答者数は約624人
※同じく都道府県の調査票の場合は12または13の県について回
答。1地域の平均回答者数は約903人

調査対象：全国1,000市区町村
（全792市＋東京23区＋185町村）と47都道府県

調査時期： （市区町村）2024年6月24日～7月8日
（都道府県）2024年9月3日～9月5日



（新規）熊本県内の観光の現状・課題
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 熊本県の宿泊者数は、半導体関連企業の集積に伴う海外との交流増加や、直行便の就航・増便の効果でインバウンド（外国
人観光客）が増加。国内客についても、 2026年の熊本デスティネーションキャンペーンに向けて機運が高まっていくことが
期待される。

 しかし、特に国内観光客の観光消費単価（宿泊費、飲食費、買物代等）は、熊本県が九州で最も低い水準となっており、「食」
の消費拡大が課題。

（引用）「熊本県内の観光の現状と今後の課題」(2025年3月6日 日本銀行熊本支店)

▽延べ宿泊者数

飲食費 飲食費

（国内観光客） （外国人観光客）
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（参考）レストラン・飲食店に係るデータ

１．人口千人あたりの飲食店数
○熊本は全国３７位

２．高級レストラン（飲食店）関係
○ゴエ・ミヨ（※）に掲載店舗は5件で全国32位。（全675店舗）

（※フランス発の本格レストランガイドブック。料理だけでなく「予約の電
話から見送りまで」を総合的に評価されているもの）

（出典：統計リアルhttps://statja.com/prefecture/category/H06130/）

（出典：Gault＆Millau
https://gaultmillau-japan.info/#home）

https://statja.com/prefecture/category/H06130/
https://gaultmillau-japan.info/#home
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レストラン・料理人関係の施策の方向性

熊本の飲食店・レストラン 約6000店舗

首都圏等の高級レス
トラン・シェフ

【県 外】
アプローチ（誘致）

育成

県産食材の活用に積極的に
取り組みたい料理人

 豊富で多彩な食材を「食」のイメージや食の観光消費に繋げていくため、レストラン・料理人の充実強化が必要。

 県内のプレミアムシェフ（熊本「食」のプレミアム事業で選定された食材にこだわる高級レストラン・シェフ14名）のPR強化
を図りつつ、豊富な食材があるという熊本の強みを生かし、県外の高級レストラン・シェフの誘致を検討。

 同時に、県内の底上げや県産食材の活用拡大を図るため、県内料理人の育成の支援を検討（料理人同士の交流や生産者・
産地とのつながり）

○地産地消協力店制度
（飲食店約200登録）

■熊本「食」のプレミアム事業
（食材にこだわった高級レストラン・シェフ14人登録）

PR強化

【県 内】

推進

インバウンド・観光

食のイメージ向上
消費拡大

高付加価値化

生産者との交流・産地と
のつながり

生産者
（食材）

ゴエミヨ
プレミアムシェフ料理店等

料理人同士の交流



（新規）熊本県民の食への関心度・意識調査

 県民約１，０００名に対して、「食」に対する意識調査を実施。半数以上が熊本県が農業産出額が全国トップクラスであるこ
とを知らないが、食材・料理（グルメ）は魅力があると感じているという結果。

 熊本県は「食のみやこ」であると認知している割合も過半数（67.９％）あり、熊本の「食」の魅力を高めていくためには、食
と観光の連携やイベント・フェア、情報発信の強化が必要という回答が多かった。
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①熊本県の農業産出額は全国トップクラス（全国5位）である
ことを知っていますか？
■はい：３７．１％

■いいえ：６２．９％

②熊本県の「食材」は魅力があると思いますか？
■そう思う：５３．８％
■ややそう思う：３８．７％
■あまりそう思わない：５．５％
■そう思わない：２．０％

③熊本県の料理（グルメ）は魅力があると思いますか？
■そう思う：３９．４％
■ややそう思う：４６．３％
■あまりそう思わない：１２．１％
■そう思わない：２．２％

④熊本県外の人におすすめしたい熊本のグルメは何です
か？（複数選択可）
■馬刺し：７１．９％
■熊本ラーメン：５３．６％
■いきなり団子：５１．４％
■あか牛丼：４６．３％
■太平燕：４３．９％
■からし蓮根：４１．３％
■だご汁：３７．４％ ○調査方法：インターネット調査（R7年5月8日～5月16日）

○調査対象：県内５地域（熊本市、県央、県北、県南、天草）の在住者
○調査サンプル数：約1000名
（熊本市：約500名、熊本市以外の４地域で合計約５００名）
（年齢層は5段階（20歳代、30歳代、40歳代、50歳代、60歳以上、男女比は各地域・各年齢層で可能な限り１：1）

⑦熊本県の「食」（食材、料理）の魅力をさらに高めるために
必要なことは何だと思いますか？（複数選択可（上位５件））
■食と観光の連携：５４．５％
■ブランド強化と情報発信：４９．９％
■食に関するイベント・フェアの開催：４５．０％
■地域・行政・民間の連携体制の構築）：２７．８％
■新たなソウルフード（ご当地グルメ）の開発：２４．９％

■その他：３．７％
（高菜、一文字ぐるぐる、海鮮 等）

■なし：３．３％

⑤熊本県は「食のみやこ」であると思いますか？
■そう思う：２２．９％
■ややそう思う：４５．０％
■あまりそう思わない：２７．６％
■そう思わない：４．５％

６７．９％

８５．７％

９２．５％
⑥食に時間やお金をかけることに価値を感じますか？

■そう思う：３１．７％
■ややそう思う：４５．４％
■あまりそう思わない：１９．６％
■そう思わない：３．３％

⑧その他御意見
・熊本ならではの新しいグルメが必要
・全国区メディアやくまモンを上手く活用して全国へ向けて
食をPRしていくべき
・若年層からの食育教育が重要 など
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（参考）様々な「食のみやこ」に関する取組み・事例

 鳥取県商工労働部兼農林水産部”食パラダイス”推進課  北九州市観光にぎわい部”すしの都課”

出典）鳥取県公式サイト

世界に通じる「すし」を起点に、北九州市の食文化全体を広く、強く訴
求し、ブランドを確立するため、令和７年４月１日付けで都市ブランド創
造局内に「すしの都課」を新設。

 広島県（おいしい！広島プロジェクト）

G7広島サミットの開催をきっかけに、広島の多彩
な食の魅力を国内外に発信し、広島の食のシーン
を盛り上げるための様々なプロジェクトを展開

 富山県（寿司といえば、富山）

寿司をキーワードとして県の認知度を高め、関係人口の創出・拡大によ
り、地域産業を活性化し、地域への自信や誇りを醸成する。
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（参考）熊本発フードテック企業の躍進

 豊富な食資源とともに、医薬・バイオ系のアカデミアや企業も多く存在する熊本においては、すでにフードテックに関する企
業の躍進が出てきている。

 今後、半導体産業を中心に、より高度人材・企業・技術が集まることにより、更なる飛躍・高度化が期待される。

○ トイメディカル株式会社（本社：熊本市）が令和6年度「未来を創る！
フードテックビジネスコンテスト」において、100社以上の応募の中か
らビジネス部門で最優秀賞を受賞。

○ 食事に含まれる塩分量を減らすことなく、体内への塩分の吸収量を抑
える塩分コントロール技術』の革新性が高く評価される

○ 2025年（R7年）5月13日から3日間、スペイン・ビルバオで開催さ
れた欧州最大級の食品技術展示会「Food 4 Future - Expo 
FoodTech 2025」に初出展し、併催の「Foodtech Innovation 
Awards2025」健康食品部門を受賞。



21

現状・課題を踏まえた取組みについて（総括）

➣ 熊本県の農林畜水産業は、年間を通した幅広い品目、安定した生産・供給力が強み。大量生産で首都圏等へ大規模に出
荷による仕組みや、ブランド化や国内外で販路拡大の取組みにより、農業産出額（R5全国5位）、生産農業所得（R5全国
2位）は上位をキープ。６次産業化関連販売額や輸出額も右肩上がりで増加。

➣ ただし、更なる販路拡大に向けて、 ECをはじめとした事業者の流通・販売網の強化（多様な販売チャネルの確保）も必
要。

➣ 一方、食のイメージ調査では全国25位、食事がおいしい都道府県ランキングでも全国28位という結果。全国的な認知
度が低く、 熊本が「食のみやこ」を目指すためには、「食」のイメージ向上が課題。

➣ 「観光消費額」の増加も課題であり、豊富な食材を「食事」としての消費拡大・イメージ向上につなげていくために、熊本
の地域の食文化を生かした観光誘客やレストラン・料理人の充実・強化を図ることが有効。

➣ また、県外からのイメージ向上だけでなく、県内（県民）の機運醸成も重要。県民の「食」への関心度・意識調査の結果を踏
まえ、「食のみやこ」としての県民意識や機運をさらに高めていく必要がある。

➣ 今後、農業を取り巻く厳しい状況（資材高騰、温暖化、担い手の高齢化等）を踏まえ、改めて「食のみやこ熊本県」の創造
に向けて、従来の高付加価値化や販路拡大等の施策をしっかり進めつつ、課題に対して様々な施策を展開していく。



・農業産出額全国５位／生産農業所得全国２位
・バランスよく多彩な営農（野菜、畜産、果実等）
・首都圏等へ多くの農産物を流通・販売
・農林畜水産物の輸出額過去最高を更新

・担い手の減少や高齢化

・生産資材価格、輸送コスト等の高騰

・地産地消行動の低下、県民の食関心度の不足

・「食」のイメージ、認知度の不足

・国内外からの観光客の増

・世界の食関連市場規模の拡大

（課題）
○担い手の確保・育成
○生産性の向上、スマート農業の推進

●県民の食関心度の向上（地産地消、食育）

●高付加価値化（６次産業化・ブランド戦略）

●販路拡大に向けたPRの強化

●観光客の食の消費拡大（レストラン等の充実）

●輸出の拡大

●農・食関連産業の集積

3. 農と食を取り巻く情勢と課題

熊本の食で世界の胃袋をつかみ、農・食関連産業が活性化しながら県民が豊かになる

・ 農・食関連産業は生産・加工・流通から観光業
まで裾野が広く、雇用の創出や経済発展に大き
く寄与する重要な産業。

・ 日本の食を支える本県のポテンシャルを最大
限に活用し、関係者が一丸となって農林畜水産
物等の高付加価値化や販路拡大を推進していく
ため、 その道標となるビジョンを策定するも
の。

◆ 1-1 「食」への関心度・理解の醸成
◆ 1-2 食の関係者によるネットワークの構築
◆ 1-3 地産地消の推進
◆ 1-4 食育・食文化の継承

◆ 2-1 ６次産業化（加工・新商品開発）の推進
◆ 2-2 認知度向上と販路開拓（首都圏等百貨店・ホテルでのフェアなど）
◆ 2-3 食をフックとした観光誘客の推進
◆ 2-4 食の魅力向上につながる料理人の育成
◆ 2-5 輸出拡大支援と海外での認知度向上
◆ 2-6 官民による食を消費する機会の創出

◆3-1 地域内生産物を活かす企業・研究開発機能等の集積等
（県南フードバレー構想ステージ２の展開）

◆3-2 産学官連携によるフードテック・アグリテックの展開

関係機関連携による推進体制を構築

R7～R9年度とし、『くまもと新時代共創総合戦略』及び
『食料・農業・農村基本計画』等の施策として位置づけ。

目指す姿

２．熊本の農林畜水産業の現状

４．方針

熊本の「食」の基盤の構築

～熊本の食を買いたくなる・訪ねたくなる～

１

２

３ 農・食関連産業の集積とイノベーション

ビジョンで
定める項目

高付加価値化と消費拡大

～県民が熊本の食の豊かさを知る・食でつながる～

～食を起点とした新産業が活性化する～

「食のみやこ熊本県」創造推進ビジョン（素案）
R7.5.26

食のみやこ推進局
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１．ビジョン策定の主旨

対象期間

推進体制



５．方針実現に向けた取組み

◆1-1.「食」への関心度・理解の醸成
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１ 熊本の「食」の基盤構築

◆1-2.食の関係者によるネットワークの構築

◆1-4.食育・食文化の継承

高付加価値化と消費拡大２

◆2-1.６次産業化（加工・新商品開発）の推進

○６次産業化等に取り組む事業者の段階に応じた支援を行うとともに、生産者や食関連企
業、行政等地域が一体となったコンソーシアムによる活動や施設整備等を支援する。
○フードバレーアグリビジネスセンターを拠点として、県南の食文化を活かした新商品開発等
を支援する。農産物や酒等の高付加価値化を図る。

◆2-2.認知度向上と販路開拓

○熊本の豊かな食文化を活かしたガストロノミーツーリズムを推進する。
○「食」コンテンツの磨き上げによる観光誘客の促進と観光消費額の増加を図るため、県外か
らの誘客が見込める高級なレストランやシェフの拡充に取り組む。

◆2-3.食をフックとした観光誘客の促進

○農林畜水産物の輸出拡大に向けて、生産者や生産団体における戦略的な産地ブランド化
や販路拡大の取組みを支援する。
○新たな輸出国開拓に向け、輸出先国の衛生管理基準に対応した生産・加工施設の機能強
化や維持向上を支援する。
○熊本の酒の更なるブランド化を支援し、海外への輸出展開を図る。

○県産食材の活用拡大に向けた産地見学や、首都圏一流シェフからの研修、県産食材のス
トーリーの情報発信などの取組みを支援し、県内料理人の育成を図る。

○県民が県産農林畜水産物の魅力を再発見し、「食」への関心度を高めるため、SNS等を活用し
た情報発信を展開する。
○県産農林畜水産物や加工品、料理、お酒など県内の「食」が集まるＰＲイベントを開催するな
ど、県民の認知度を高める取組みを展開する。

○「食のみやこ熊本県」の創造に向けた県民運動を展開していくため、生産、加工、流通、販売、
観光など、食に関わる各分野の関係者で構成するネットワークを構築する。

◆1-3.地産地消の推進

○HP（アグリ＆フード）や、SNS（KUMARICH）等で活用した情報発信、小学生や保護者向けの
イベントを開催し、地産地消の意識啓発を図る。
○地産地消協力店の指定を進め、PRを行うとともに、県内企業の社員食堂での県産品の活
用を推進し、地産地消消費行動の促進を図る。

○郷土料理に関する知識や技術を有する「くまもとふるさと食の名人」と学校教育の連携による
出前授業等を通じ、次世代へ地域の食文化を伝承する。
○ 学校給食において、県産食材の活用した食育を促進することで、熊本の自然や食文化、農
林畜水産業への関心・理解の深化させ、郷土愛の醸成を図る。

◆2-5.輸出拡大支援と海外での認知度向上
◆3-1.地域内生産物を活かす企業・研究開発機能等の集積等【県南FV】

◆3-2.産学官連携によるフードテック・アグリテックの展開

農・食関連産業の集積とイノベーション

○県南地域をけん引する事業者（スター事業者）の育成や食の高付加価値化につながる施設
整備の支援、食品関連企業の誘致を推進する。
○県南市町村を対象とした食関連企業の誘致活動（セミナー開催、産地構想の作成等、交流
会、マッチングなど）を支援する。

○スタートアップをはじめとした企業が県内農業者や大学等教育機関と連携し、高付加価値
の食品産業を展開できる環境を作り、フードテック・ アグリテックの展開を図る。

３

○日本一の生産量を誇るトマト・スイカ・デコポンなどの農産物や、ＧＩ産品、「くまもと黒毛和牛」
「くまもとあか牛」などのブランド農林畜水産物の更なる高付加価値化や消費拡大を図る。
○農業団体と連携した首都圏等市場関係者へのトップセールスや、量販店でのフェアを通じた
販路拡大を図る。
○大消費地における百貨店や飲食店等と連携した熊本フェアの開催や、ＥＣサイトの拡充・強
化により、多様な販売機会を創出し、県産品の認知度向上と販路拡大を図る。
○スーパーマーケットトレードショーなどの展示会への出展や商談成立に向けた支援を行い、
販路拡大を図る。
○大手企業との連携した県産食材を使用した商品の企画・販売を推進し、全国に向けた認知
度向上を図る。
○幅広くマスメディア等での露出機会の増大を図り、全国での熊本の「食」の認知度を高めるた
め、首都圏メディアに向けた戦略的なPRを実施する。

◆2-4.食の魅力向上につながる料理人の育成

◆2-６.官民による食を消費する機会の創出

○熊本の豊かな食文化を活かした複合リゾート施設の誘致推進など、官民による食を消費す
る機会の創出を図る。
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６．重点7項目のプロジェクト（案）

食のみやこ県民化！

リアルとオンラインによる販売強化！

料理人の育成！

ようこそ食のみやこくまもとへ！

くまもと県南フードバレーステージ２！

熊本発フードテックの展開！

１

２

３

４

６

７

１

２

２

３

ブルーオーシャンへの輸出開拓！５

２

２

３

２

・SNSで期間ごとに1品目に絞ったＰＲや県内の「食」が集結するイベントを開催し、食への理解・関心を醸成。

・大都市圏でのフェア開催や展示会への出展などの取組みと並行して、 ECによる流通・販売網を強化。

・熊本の「食」コンテンツの磨き上げとＰＲを強化し、「食」による観光誘客と観光消費額を増加。

・県産食材の高付加価値化と消費拡大を図るため、県産食材を活かし、魅力を発信する料理人を育成。

・輸出拡大に向けて、市場調査やテストマーケティングを実施し、次なる市場（新規国）を開拓。

・県南の食文化を活かした商品開発支援と、食品関連企業の育成と誘致に取り組み、県南地域を活性化。

・先端技術を活用し、食の可能性を広げるフードテックの取組みを支援し、優良事例を創出。
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７．重点7項目のプロジェクトのロードマップ（案）



小山薫堂特別アドバイザーからの意見概要

➣ 県民の食の関心度・意識の向上のため、まず子どもたちへの教育から進めてはどうか。
熊本は食べ物がおいしい、食に力を入れているということを子どもたちが学ぶことで、将来

的に県民全体で意識が醸成されていく。学校給食を軸に取り組みを展開することで、他県から
熊本の取組みが注目されるようになったり、同時に子どもたちの食のリテラシーが高まり、親
たちの意識も変わっていくのではないか。

➣ 販売強化に向けたPRの原則としては、自らがその良さを訴えるより、他人や関係ない人が
「これいいよ！おいしいよ！」と紹介する方が訴求力や拡散力がある。県がECサイトを構築し、
ゲストバイヤーを任命して、月替わりで売れ筋を紹介するようなことをしてはどうか。

➣ 料理人の育成については、例えば天草に寿司学校など、特化したプロジェクトを打ち出して
はどうか。

➣ PRの取組み全体、特に海外に向けては、くまモンをフル活用してほしい。

➣ 各地域の食文化を引き出すためにも、県が市町村の取組みをサポートする体制・連携強化を
図ってほしい。

R7.5.26 食のみやこ推進局
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※以下、参考資料



ターゲット市場の拡大・マーケットインの取組みによる輸出を促進
●輸出向けHACCP対応施設整備支援
●新たに海外輸出に取り組む事業者等の掘り起こし
●現地における県内企業の海外展開に向けた調査や商談サポート等の実施
●海外でのプロモーション活動・JETROとの連携強化
●台湾への輸出促進及び新規国での輸出展開に向けたテスト販売

（参考）食のみやこ推進局R7事業の概要

販路拡大、地産地消等を組み合わせた産地間競争力の向上
○首都圏等ホテル・レストランにおける熊本フェアの展開（シェフ産地視察）

○SMTS（スーパーマーケットトレードショー）への出展・営業戦略支援

○JAグループとの連携によるトップセールス、首都圏等ｽｰﾊﾟｰ等の販路拡大

○地産地消（天草地域内流通体制の構築、社員食堂での県産食材活用促進）

○●首都圏をはじめとする大都市圏での多様な販売機会の創出

（くまもとモン×福岡天神ジャック、大阪梅田ジャック、東京銀座ジャック）

●球磨焼酎の販路拡大や県産酒の普及・PR（県酒造組合支援）

●県内での物産フェア＆大商談会の開催

農産物の加工、新商品開発、6次産業化等ブランド戦略の磨き上げ
○農産物等加工協議会による新商品開発支援、アドバイザー派遣
○地域資源ブランド力向上支援（GIや商標取得等協働体制の構築）
○６次産業化・イノベーションによる高付加価値化（地域農産物加工施設等整備）
○【アグリビジネス支援センター】専門家を活用した高付加価値商品の開発支援・センターのPR強化
●百貨店をターゲットにした県産品のブラッシュアップ支援（統一パッケージや高付加価値化）
●農商工連携による開発商品の商談会出展支援

②加工・新商品開発

企業の農業参入の促進による担い手確保・経済効果
○企業参入トータルサポート（初期投資＋規模拡大支援）
○農業参入受入体制整備（デジ田／市町村とのマッチングや誘致活動展開）

①生産

「県南フードバレー構想」の展開等
○加盟企業との連携による地域農産物や加工品の
更なるブラッシュアップ

○食関連企業の誘致・育成

認知度向上に向けた大手企業との連携推進
○県産品を活用した製品開発、販売ＰＲ
（ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ、湖池屋など）

④企業等との連携による高付加価値化

「食」関連企業の参入促進

③-1 流通・販売・消費（国内）

熊本の豊かな食文化を活かし、熊本の農林畜水産物の ①生産、 ②加工・新商品開発、 ③流通・販売・消費（国内・海外輸出）の各段

階における価値の向上や、 ④企業等との連携 に至る あらゆる可能性を含めた磨き上げを行い、「食のみやこ熊本県」を創造する。
取組方針

熊本の食で世界の胃袋をつかみ、農・食関連産業が活性化しながら県民が豊かになる

○流通アグリビジネス課事業
●販路拡大ビジネス課事業
★食のみやこ推進局付
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令和7（2025年）3月
食のみやこ推進局

★推進ビジョンの策定
★PR資材作成・SNS広報による機運醸成【R7当初】

③-２ 流通・販売・消費（海外輸出）



（参考）R7年度販路拡大・PR事業等の施策体系

福岡

大阪

東京

海外

●くまもとモン×大阪梅田ジャック（11月予定）（R6参加148店舗）

○●関西万博「食のブース」出展（9月）
●関西万博に向けたアンテナショップ開設（5月）

●くまもとモン×東京銀座ジャック（1月予定）（R6:参加69店舗）

○スーパーマーケットトレードショー出展支援（2月）（R6商談926件,成立66件,継続645件）

県内

●物産フェア＆大商談会（9月予定）

○●加工、新商品開発、6次産業化等支援（ソフト・ハード）

○県・JAグループトップセールス（R6:県内JAグループと県外市場関係者等58名出席）
○連携量販店（スーパー）での熊本フェア（R6：首都圏等264店舗で実施）
○首都圏ホテル等での熊本フェア支援（R6:3件/無印良品銀座など）

●県産日本酒イベント など

●くまもとモン×福岡天神ジャック（10月予定）（R6参加60店舗・屋台41件）

○【同時開催】食のみやこフェス（10月予定）

○地産地消（啓発・社食活用）
○各種キャンペーン（水産、畜産含む）

○【県内】
地産地消協力店制度
（飲食店約200登録）

■【県外】
「くまもっとうまか」応援店制度

■【県内】熊本「食」のプレミアム事業
（食材にこだわった高級レストラン・シェフ14人登録）

○【県内】
生産者・飲食店マッチング支援
（年2回程度）

●現地での県内企業の海外展開に向けた調査や商談サポート
●海外でのプロモーション活動
●台湾への輸出促進及び新規国での展開に向けたテスト販売

 生産・加工事業者支援として、販路拡大や高付加価値のための県内外でのプロモーションを、国交付金等も活用しなが
ら、強力に展開。

 飲食店・料理人向けの施策については、登録・紹介制度及び県内生産者と県内飲食店のマッチング支援を展開。

飲食店
料理人支援

主な生産者・加工事業者支援

○流通アグリビジネス課事業
●販路拡大ビジネス課事業
■観光振興課

○企業とのコラボ（湖池屋、セブンイレブン等）

広報全般
【局付】

・新ロゴマークを活用したPR資材製作
・インフルエンサーを活用したSNS広報

飲食店
料理人支援
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（参考）四季の野菜果物（熊本食材ガイドから抜粋）



（参考）「くまもとの赤」ブランド（熊本食材ガイドから抜粋）
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（参考）熊本のグルメ

出典一部：
県公式観光サイト
「もっと、もーっと！くまもっと」

馬
刺
し

い
き
な
り
団
子

球
磨
焼
酎

か
ら
し
蓮
根

熊
本
ラ
ー
メ
ン
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○SNSを活用した広報イメージ

1-1. 「食」への関心度・理解の醸成

○県内での過去の食関係PRイベント

1-2. 食の関係者によるネットワーク構築

（参考：広島県 おいしい！広島プロジェクト総決起集会（R6.10月））

エンターテイメント性の高いSNSやインフルエンサーを駆使した
多角的な情報発信（予定）
→認知度向上、興味喚起そして最終的な行動（購買や来熊）
に繋げる。

○県産農林畜水産物や加工品、料理、お酒など県内の「食」が
集まるＰＲイベントを開催するなど、県民の認知度向上と消費拡
大につなげる取組みを展開

食に関わる様々なステークホルダーが連携する機会を設けることで、
関係者一丸となって食関連イベントの開催や生産者と食関係者との
マッチング等の取組みにより、県内での「食」に対する機運醸成を図る。
（予定）
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1-3.地産地消の推進 1-4.食育・食文化の継承

○情報発信・意識啓発

○消費行動促進

○ふるさと食の名人による活動

○学校給食を通じた食育活動

・県公式HPやSNSでの県産品の魅力や農業に携わる方々などの
情報発信→SNSフォロワー約9,000人、40代以下の関心度向上
・小学生等を対象としたイベント・学校給食における県産食材の
積極的な活用

・地産地消協力店の指定（450店舗）及びPR
・社員食堂での県産食材活用支援
・直売所間での商品交流による県産品の充実

・県が認定した「食の名人」を小中高等学校に派遣し、「ふるさと食
の技」の伝承や農業への理解を深めるための活動を支援
（R6：派遣回数27回 ／ 受講者571名）

・県産食材を活用した加工品を開発し、給食に取り入れ、地産地消
の大切さや地元の食材の魅力を伝える
・「ふるさとくま（熊）さん（産）デー（毎月19日）」の取組み推進

学校給食における県産食材の活用推進に係る連携協定
（R6.8月 ／県教育委員会と県学校給食会、県農林水産部）

教材
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2-1. ６次産業化（加工・新商品開発）の推進 2-2.認知度向上と販路開拓
○首都圏等での熊本フェア・ブランド戦略

・6次産業化に初めて取り組む生産者から地域をけん引する
事業者等まで段階に応じた支援を実施（機材導入・施設整備）
・6次産業化関連販売金額はＲ元年度の737億円（全国5位）
からＲ５年度889億円（全国3位）と約20％増
・今後は、地域が一体となったコンソーシアムの組織化・育成支援を
重点的に行う

農業生産関連事業販売額の推移 （億円）

順位／年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

北海道 北海道 北海道 北海道 北海道

1,521 1,593 1,493 1,638 1,598

静岡県 静岡県 静岡県 静岡県 静岡県

1,137 1,002 1,047 991 1,080

福岡県 福岡県 熊本県 長野県 熊本県

814 824 788 917 889

愛媛県 熊本県 福岡県 熊本県 千葉県

768 790 777 861 852

熊本県 愛媛県 愛媛県 宮崎県 愛媛県

737 759 774 814 834

1位

2位

3位

4位

5位

・「くまもとの赤」ブランドの推進、大手企業等との連携（新商品開発）
→「くまもとの赤」認知度 H24:16.5％→R6：33.3％
・首都圏等でのトップセールス
・首都圏ホテル・レストランシェフの産地視察（資生堂パーラー、
無印良品、阪急ホテル等）
・くまもとモン×〇〇事業
・「食のみやこくまも都」大作戦 YouTube再生回数40万回突破！
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2-3.食をフックとした観光誘客の推進 2-４.食の魅力を底上げする料理人の育成

・県産食材にこだわる料理人をプレミアムシェフとして選定
（計16店舗）
→HPでプレミアムコースの紹介や食材のストーリーの発信
・大型クルーズ船乗客を対象とした食をフックとしたガストロノミー
モニターツアー
・デスティネーションキャンペーンでの食をはじめとした熊本の魅力発信
→R８年夏に熊本で７年ぶりに開催
・県産食材を使う高級レストラン・シェフの誘致（予定）

・県産食材の活用拡大に向けた産地見学や、首都圏一流シェフ
からの研修、県産食材のストーリーの情報発信などの取組みを支援し、
県内料理人の育成を図る。（予定）
→本県の「食」のイメージ・魅力向上、消費拡大

イメージ
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2-５.輸出拡大支援と海外での認知度向上 2-６.官民による食を消費する機会の創出

・輸出を目指す事業者の輸出ステージに応じた支援
（JETROやアドバイザーによる情報収集、輸出専門家による
伴走型支援等）
・輸出産地の形成に向けJAグループと連携したイチゴ、メロンの
モデル産地の形成
・海外バイヤー招聘
・海外小売店等と連携した飲食店・小売店でのトップセールス等
（R５年度の輸出実績額122億4千万円）
・次なるターゲット市場開拓（予定）

・熊本の豊かな食文化を活かした複合リゾート施設の誘致推進など、
官民による食を消費する機会の創出を図る。（予定）

イメージ（三重県多気町VISON）
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３-１.地域内生産物を活かす企業・研究開
発機能等の集積等（県南フードバレー構想
ステージ２の展開）

３-２.産学官連携によるフードテック・アグリ
テックの展開

【重点方針１】県南の食文化を活かした商品開発等で農産物や
酒等の高付加価値化
→有名シェフやバイヤー、民間企業と連携した選ばれる商品開発
県南の食文化を活かしたガストロノミーツーリズムにより食の
高付加価値化と賑わいの創出

【重点方針２】食品関連企業の育成と誘致
→関係機関が連携し地域をけん引するスター事業者の成長支援
経済波及効果や雇用を創出する食関連企業の積極的誘致

・「熊本県次世代ベンチャー創出支援コンソーシアム」の支援により、
9年間で食関係5社の創業を実現。
・UXプロジェクト実証実験サポート事業において、R4年度からの
3年間で16件を伴走支援（うち食関係3件）
R5.7月、「東海大学・熊本県 フード・アグリテック連携プロジェクト」を
発表。東海大学の産学連携機能の強化により、「フード・アグリテック
分野」での新産業創出を目指す。
R6.4月には東海大学産学連携センターを設置。


